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 埋込み節杭の摩擦応カー沈下量関係曲線の検討
 埋込み杭,節杭,載荷試験
 摩擦応力,沈下量,N値
 正会員O仲内邦顕*1
 正会員小椋仁志*3
 伊藤淳志*2韓英敏*1
 田中佑二郎*4
 1.はじめに
 筆者らは、埋込み節杭の載荷試験結果より荷重一沈下
 量関係を推定する方法に関する研究Dの一環として、文
 献2)において、摩擦応力を掘削径に基づく周面積より求
 め、Kondner型双曲線による摩擦応力f一沈下量S関係曲
 線の検討を行った。しかし、Kondner型双曲線ではfがS
 とともに単調に増加する曲線となるため、fがピーク以降
 減少する場合の関係を表現することができない。そこで
 文献3)では、fの減少を表現できる関数を採用して検討を
 行ったが、対象とした実測データはピーク以降減少する
 ものに限定していた。今回は、単調増加するデータも含
 めて全ての載荷試験資料についてf-S関係曲線を求め、
 それらの近似曲線の係数とN値との相関を検討したので
 以下に報告する。
 2.近似曲線式
 近似曲線式として採用した関数は、(1)式であり4)、こ
 の曲線は図1に示したごとく、fのピーク以降の減少を表
 現することができる。また、初期接線勾配Go、ピーク時
 の摩擦応力fyおよび沈下量Syは(2)式となる。この曲線は、
 Sが0に近づくとき、f』Sノ(a+bS)に、Sが増大するとき
 伺/(b+cS)にそれぞれ漸近する。cニ0の場合、(1)式は
 トS/(a+bS)のKondner型双曲線となり、Sの増大につれて
 一定値f判/bに漸近する。
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 表1データ数一覧
      砂質土粘性土腐植土盛土等合計
      資料全区間3153025741715
      採用区間300291490640
      ピークが存在する区間160158300348
      ピークが存在する区間/採用区間535461一54
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 (1)式の関数を採用して、埋込み節杭の117件の載荷試
 験結果のデータについて、f-S関係の実測値を最小二乗
 法により曲線近似した。摩擦応力が計測された区間数を
 土質別に表1に示しておく。近似曲線の例として、摩擦
 応力がピーク以降減少する場合を図2(a)に、摩擦応力
 が沈下量とともに増加する場合を図2(b)に示した。同
 図中の破線は、Kondner型双曲線で近似した場合の曲線
 であり、(1)式による実線の方がより近似していることが
 分かる。
 3.近似曲線の係数とN値との相関
 図3～図6は、砂質土の区間の近似曲線の係数。およ
 びGo,ち,Syと区間の平均N値との関係を示したものであ
 る。図中の実線は回帰直線であり、破線は±標準偏差σ
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 を表している。図5には文献5)に示されている埋込み杭
 の摩擦応力算定式fy=25Nの直線を併記しておいた。また
 表2に、Go,fyおよびSyの回帰直線式、標準偏差σおよび
 相関係数rをまとめて示しておく。これらの図および表
 より、ちおよびGoについては、N値と正の相関性が認め
 られ、特にfyの相関性が高いことが分かる。これに対し
 て、SyはN値にかかわらず平均でほぼ50mmとなってい
 る。cの値が正の場合はf-S曲線にピークがあり、負の
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